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I.序論
経済協力開発機構 (OECD)を はじめとする国際機関が、幼児教育や保育を
表現する際、「Early Child― hood Education and Care」 (ECEC)と 表記 してい


























メイヤロフの著書 “On Caring"に おいて初めて使用された Caring(以 下、
ケアリング)と いう用語は、看護学、教育学、哲学等に幅広 く影響を与えてい
る (西 田 2015;36)。 メイヤロフは、ケアを「他者の成長をたすけること」と考
え (田村・向野 1987:92)、 「ケアには、その相手が、自ら適したときに、適
した方法で成長していくのを信頼 (Trust)す ることが含まれる」と指摘 して
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究 (中 野 2001)、 保育における人とのかかわりとケア概念の関係について検討
した研究 (小林 2009)、 幼稚園教育要領と保育所保育指針の「人間関係」領域
において見出すことのできるケアリング教育の内容項目を検討 した研究 (中
野 2009)、 ノディングスのケアリング論におけるケアする人のあり方や受容




関するその他の要因を評価 した研究 (Iutcovich,et al.1997)が あり、そこでは
Early Childhood Rating Scale(ECERS:幼 児環境評価尺度)、 Infant/Toddler
EnvirOnment Rating Scale(ITERS:乳 幼児の環境評価尺度 )、 Family Day
Care Rating Scale(FDCRS:家 族のデイケア評価尺度)が使用されている。













タ [サ イエィ])を 用い、検索キーワードは「幼児教育 AND 保育 AND
ケアリング AND 尺度」「幼児教育 AND ケアリング AND 尺度」「保
育 AND ケアリング AND 尺度」「幼稚園 AND ケアリング AND
尺度」「保育所 AND ケアリング AND 尺度」「ケアリング AND 尺度」
とした。
海外文献の検索には「ERIC」 (Education Resources lnformation Center)
を用い、検索キーワードは「Early Child―hood Education AND Care AND
caring AND research,scale,index」 「Early Child―hood Education AND
caring AND research,scale,index」 「Child Care AND caring AND
research,scale,index」「caring A:ND research,scale,index」 「preschool
AND caring AND research,scale,index」 「nursery center AND caring AND
research,scale,index」 「day care center AND caring AND research,scale,











くは最小二乗法を用いてなされているか (豊田 2000)、 ②因子抽出における回
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転法は直交回転ではなく因子間に相関を認める斜交回転であるか (豊 田 1998)
を評価基準とした。構成概念妥当性では、③構造方程式モデリング (Structural
Equation Modeling)を 用いて確認的因子分析がなされているか (豊 田 1998)
を評価基準とした (高橋・黒木・中嶋 2014;孟 2015;山本・西村・山口・出井・
中嶋 2017;西村・出井・中嶋・山口 2017)。






した。その検索結果は、「幼児教育 AND 保育 AND ケアリング AND
尺度」では0件、「幼児教育 AND ケアリング AND 尺度」では0件、「保
育 AND ケアリング AND 尺度」では 1件、「幼稚園 AND ケアリン
グ AND 尺度」では0件、「保育所 AND ケアリング AND 尺度」で
は0件、「ケアリング AND 尺度」では16件であり、合計 17件であった。
海外の研究論文の検索には「ERIC」 を用いた。検索結果は、「Early Child…
hood Education AND Care AND caring AND research,scale,index」
で は 0件、「Early Child―hood Education AND caring AND research,
scale,index」
‐0は 0イ牛、「Child Care AND caring AND research,scale,
index」 てЧま1イ牛、「caring AND research,scale,index」
シ
0は 1イ牛、「preschool
AND caring AND research,scale,index」 では 0イ牛、「nursery center AND
caring AND research,scale,index」 では0イ牛、「day care center AND caring
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献)の選定を試みたc20編 のうち、重複 している文献 3件、出典不明 1件、
共感に関する測定尺度を用いた研究論文 3件 (藤本 2001;大 道・松浦・大野
ほか 2005i荒 井 。大道・嘉山ほか 2007)、 QOLに 関する測定尺度を用いた研
究論文 1件 (伊藤・渡辺・岩田ほか 2007)、 社会的自己効力感に関する測定
尺度を用いた研究論文 1件 (鎌野 2007)、 共有経験に関する測定尺度を用いた
研究論文 1件 (山 本 2009)、 連携に関する測定尺度を用いた研究論文 1件 (福
井 2015)、 ス トレスに関する測定尺度を用いた研究論文 1件 (赤羽 2016)、 倫
理に関する測定尺度を用いた研究論文 1件 (大西 0北岡 。中原 2016)、 well―
beingに 関する測定尺度を用いた研究論文 1件 (Mahmoud,et al.2015)、 ソーシヤ
ル・キャピタルに関する測定尺度を用いた研究論文 1件 (小林 2017)、 被援助
志向 1生 に関する測定尺度を用いた研究論文 1件 (安藤・高橋・小池 2017)、 ケ
イパビリテイに関する測定尺度を用いた研究論文 1件 (長澤 2017)を 除いた。
その結果、ケアリングを測定するための尺度が使用されている研究論文として、





















類あり、①犬童 (2000)に よるケアリング評価尺度を用いている研究論文は 1
件 (大童 2000)、 ②重久・渡辺・兵頭 (2007)に よるケアリング行動測定尺度
を用いている研究論文は1件 (重久 2011)、 ③加藤・谷岡・安原他 (2017)に
よるケアリングとしての技術力の認識尺度を用いている研究論文は1件 (加藤・





ケアリング評価尺度 (犬童 2000)は 、研究論文 (筒井 1993)を 参照して作
成されている。測定尺度は安心感や患者と共に存在するなどを含む6項 目(表 2)
で構成され、「はっきり思う:4点」「かなり思う:3点」「いくらか思う:2点」「全
く思わない :1点」までの4段階評定で各項目が 1～ 3点で数量化される尺度
となっている。
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表2 ケアリング評価尺度 (犬童2000)
②ケアリング行動測定尺度 (重久・渡辺・兵頭 2007)
ケアリング行動測定尺度 (重久・渡辺・兵頭 2007)は 、チーム医療の中で
看護師が果たす役割と責任の遂行 16項 目、患者が主体的に療養できるための
情報の提供 6項 目、患者中心の支援 5項 目、安心して療養できる環境の調整 5
項 目、患者や家族の状態を予測 した支援 4項 目、人間性豊かな関わり3項 目、
意思の疎通 2項 目、合計 41項 目 (表 3)で構成され、各項 目が「ほとんど実
践 している :5点」「実践していることが多い :4点」「ときどき実践している :
3点」「実践 していないことが多い :2点」「ほとんど実践 していない :1点」
の 5段階で評定される形式となっている。
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③ケアリングとしての技術力の認識尺度 (加藤・谷岡・安原他 2017)
ケアリングとしての技術力の認識尺度 (加藤・谷岡・安原他 2017)は 、最
善のケアを提供するための看護師の研鑽 7項 目、経験科学的な知識と全人的な
理解 6項 目、テクノロジーから得られた情報の活用と絶え間ない理解 3項 目、
かけがえのない人への意図的かつ倫理的な関わり4項 目、合計 20項 目 (表 4)
で構成され、「非常にそう思う :5点」「ややそう思う :4点」「どちらとも言え
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Ⅱ-3.ケアリングに関連する測定尺度の内容的妥当性と構成概念妥当性の検討
上記の検討に従い、批判的論評を行う測定尺度は、①ケアリング評価尺度 (犬
童 2000)、 ②ケアリング行動測定尺度 (重久・渡辺 0兵頭 2007)、 ③ケアリン
グとしての技術力の認識尺度 (加藤・谷岡・安原他 2017)の 3種類とした。
(1)内容的妥当性について
内容的妥当性の検討のために探索的因子分析がなされていたのは、②ケアリ
ング行動測定尺度 (重久・渡辺・兵頭 2007)と ③ケアリングとしての技術力












































ケアリング測定尺度は、①ケアリング評価尺度 (犬童 2000)、 ②ケアリング行
動測定尺度 (重久・渡辺・兵頭 2007)、 ③ケアリングとしての技術力の認識尺






























4)こ の 3つ の柱について、「次期学習指導要領等に向けたこれまでの審議の
まとめ (第 2部 )(幼児教育、小学校、中学校、高等学校、特別支援学校、
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アリングに関する研究 (第 1報)入学直後の看護学生の人間関係の側面 (共
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感)」 『三育学院短期大学紀要』34,44-53.
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論 文 要 旨
A Cridcal Review on developl■ ent process of
preschool and nursery teachers'caring scales
Yuko lnoue,Junichi′ I'akahashi,Yasuhiro Kuroki and Klazuo Nakalirna
In this study, we take up both domestic and foreign papers on the development
process of preschool and nursery teachers' caring scales, and aimed to write
critical review on them, especially from a statistical point of view. Web searches
were conducted usifig 2 databases, "CiNii" and "ERlc".Final1y, we paid attention
to content validity and construct validity of the three preschool and nursery
teachers' caring scales on scale development, and examined whether appropriate
statistical methods were adopted or not. As a result, we could not find caring
scale developed by statistically appropriate analysis methods. The above result
suggests that we need to develop the preschool and nursery teachers' caring
scale emphasizing the context of "qualities and abilities to be educated in early
child-hood education" for preschool and nursery teachers.
Key words: preschool and nursery teachers, caring, scale, critical review, validity
